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感染分子解析学分野 
論文 
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B 邦文 
B-b 

1. 髙月英恵, 西田教行：【プリオン病の最新研究】月刊 難病と在宅ケア 22 (3), 2016 

2. 佐藤克也、新 竜一郎、西田教行. プリオン病の脳脊髄液検査. Neurological Medicin：神経内科. 84(3), 2016 

B-d 
1. 西田教行, 佐藤克也, 髙月英恵, 新 竜一郎, 佐野和憲, 岩崎 靖、吉田眞理、高尾昌樹、美原 盤、村山繁雄: ヒトプ

リオン病の各臓器における prion seeding activity の検討.  厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業）

プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究 平成 27 年度総括・分担研究報告書, pp.36-37, 2016 

2. 堀内浩幸,佐藤克也, 西田教行: ヒトプリオン病におけるH-FABP髄液検査の標準化とB-FABPの動態. 厚生労働科学

研究費補助金（難治性疾患政策研究事業）プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究 平成 27 年度総

括・分担研究報告書, pp31-35, 2016 

 

学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 5 2 0 6 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

西田教行・教授 理事 アジア太平洋プリオン研究会 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

西田教行・教授 日本医療研究開発機構 分担 日本医療研究開発機構研究費（難治性疾患実

用化研究事業） 
プリオン感染試料中の薬物濃度分析及びプ

リオン病早期診断法の開発研究 

http://www.nature.com/srep
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/27612591
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/27612591
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西田教行・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政

策研究事業） 
プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関

する調査研究 

石橋大輔・准教授 日本医療研究開発機構 分担 日本医療研究開発機構研究費（難治性疾患実

用化研究事業） 
病原体プリオンの宿主の自然免疫応答およ

び病因機序についての研究 

石橋大輔・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
プリオン病分子病態の解明：新規治療法の開

発に向けたインターフェロンシステムの解

析 

石橋大輔・准教授 公益財団法人 持田記念医学薬学

振興財団 
代表 蛋白異常化による伝播性プリオンの宿主分

子病態を標的とした新規プリオン病治療薬

の開発 

久保嘉直・准教授 日本医療研究開発機構 分担 医療研究開発推進事業費補助金（感染症実用

化研究事業） 
HIV Gag 蛋白質の機能と進化能の構造生物

学研究に基づく次世代の創薬シーズ創成 

久保嘉直・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)  
新規インターフェロン γ 誘導性ミトコンド

リア蛋白質によるウイルス感染抑制機構の

解明 

中垣岳大・助教 公益財団法人 ヤクルト・バイオ

サイエンス研究財団 
代表 腸内フローラのプリオン感染防御効果の解

析 

中垣岳大・助教 長崎医学同窓会 代表 FK506 のプリオン病への臨床応用に向けた

トランスレーショナルリサーチ 

中垣岳大・助教 一般財団法人横山臨床薬理研究助

成基金 
代表 FK506 の神経変性疾患への臨床応用に向け

たトランスレーショナルリサーチ 

中垣岳大・助教 上原記念生命科学財団 代表 感染症における非古典的オートファジーの

機能解明 

田口 謙・助教 公益財団法人 武田科学振興財団 代表 多インターフェイス・モデルによる PrPSCの

構造多様性の解明の試み 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

西田教行・教授、石橋大輔・

准教授、中垣岳大・助教 
プリオン病予防・治療剤 平成 28 年 8 月 31 日  特願 2016-170349 

西田教行・教授、布施隆行・

助教 
α－シヌクレイン検出方法 平成 28 年 11 月 29 日  特願 2016-231861 

 
その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

西田教行・教授 非常勤講師（微生物学） 宮崎大学 

石橋大輔・准教授 非常勤講師（微生物学、薬理学） 長崎玉成高等学校 衛生看護科 

久保嘉直・准教授 非常勤講師（免疫検査学、免疫学） 九州医学技術専門学校 
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新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

石橋大輔・准教授 プリオン病治療薬へ 

スパコンで物質探す 
日本日経新聞 2016 年 

7 月 4 日 
スーパーコンピュータ DEGIMA を用い

たプリオン病のインシリコ創薬を開発

し、有効な化合物を見出した。治療法の

ないプリオン病の治療薬候補になるこ

とが期待される。 

石橋大輔・准教授 専門領域の垣根を越

え、プリオン病の克服

に挑む 

西日本新聞 2016 年 
7 月 16 日 

長崎大学工学部で開発されたスーパー

コンピュータ DEGIMA を用いて、プリ

オン病をターゲットにしたインシリコ

創薬研究を行った。医工連携した新たな

イノベーション研究が期待される。 

 

○特筆すべき事項 
①学術賞受賞 
・中垣岳大・助教：日本神経感染症学会 最優秀口演賞（ヒト プリオン感染モデルにおける KF506 の治療効果） 


